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※基準価額は、1万口当たり。

※同一の基準価額が複数ある場合、直近の日付を表示しています。

マンスリーレポート

追加型投信／内外／株式
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2025年8月29日基準

※基準価額は、信託報酬控除後の価額です。設定前営業日を10,000円として指数
化しています。なお、信託報酬率は「ファンドの費⽤」をご覧ください。
※分配⾦再投資基準価額は、税引前の分配⾦を再投資したものとみなして計算した
ものであり、実際の基準価額とは異なります。

基準価額・純資産総額基準価額・純資産総額

当月末 前月末
基準価額（円） 22,273 21,028
純資産総額（百万円） 14,025 13,312

基準価額（円） 基準日
設定来高値 22,413 2025/08/25
設定来安値 8,191 2020/03/16

※騰落率は、税引前の分配⾦を再投資したものとして算出していますので、
実際の投資家利回りとは異なります。
※各期間は、基準日から過去に遡っています。また、設定来の騰落率につい
ては、設定当初の投資元本を基に計算しています。

※分配⾦は、1万口当たりの⾦額です。
※分配⾦は過去の実績であり、将来の分配⾦の⽀払いおよびその⾦額について保証す
るものではありません。

※組⼊⽐率は、純資産総額に対する割合です。
※現⾦等の中には未払⾦等が含まれるため、⽐率が一時的にマイナスとな
る場合があります。
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期 決算日 分配⾦（円）
第12期 2022/11/10 0
第13期 2023/05/10 0
第14期 2023/11/10 0
第15期 2024/05/10 0
第16期 2024/11/11 0
第17期 2025/05/12 0

0設定来累計分配⾦

1ヵ月 5.9
3ヵ月 10.9
6ヵ月 17.3
1年 16.7
3年 70.7
5年 112.7
10年 -
設定来 122.7

当資料は、ファンドの運⽤状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、
投資信託説明書（交付目論⾒書）ではありません。
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

ＡＩプラスファンド

基準価額・純資産総額運⽤実績の推移 （設定日︓2016年12月20日）

基準価額・純資産総額騰落率（税引前分配⾦再投資）（%）

基準価額・純資産総額分配⾦の実績（税引前）（直近3年分） 基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成 （%）
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※組⼊⽐率は、純資産総額に対する割合です。
※業種は、世界産業分類基準（GICS）によるものです。

※要因分析は、組⼊有価証券の値動き等が基準価額に与えた影響
等をご理解いただくために簡便的に計算した概算値であり、その完全性、
正確性を保証するものではありません。

マンスリーレポート
2025年8月29日基準

基準価額・純資産総額組⼊上位10業種 (%) 基準価額・純資産総額組⼊上位10ヵ国・地域 （%）
業種 組⼊⽐率

1 資本財 16.2
2 銀⾏ 11.5
3 ⾃動⾞・⾃動⾞部品 10.5
4 耐久消費財・アパレル 8.3
5 素材 7.1
6 ⾦融サービス 5.0
7 テクノロジー・ハードウェアおよび機器 5.0
8 不動産管理・開発 3.9
9 一般消費財・サービス流通・⼩売り 3.9
10 運輸 3.3

国・地域 組⼊⽐率
1 日本 98.7
2 -
3 -
4 -
5 -
6 -
7 -
8 -
9 -
10 -

※組⼊⽐率は、純資産総額に対する割合です。
※国・地域は、原則として法人登録国または地域を表示しています。

キャピタル 1,257
インカム 7
為替要因 -
⼩計 1,264
為替ヘッジ要因 -
信託報酬 -18
その他要因 -1
分配⾦ -
合計 1,245

当資料は、ファンドの運⽤状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、
投資信託説明書（交付目論⾒書）ではありません。
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

ＡＩプラスファンド

基準価額・純資産総額基準価額変動の要因分析（前月末⽐）（円）
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マンスリーレポート

当資料は、ファンドの運⽤状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、
投資信託説明書（交付目論⾒書）ではありません。
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

基準価額・純資産総額組⼊上位10銘柄 (%)  （ 組⼊銘柄数 191 )

銘柄
業種

国・地域/
通貨

組⼊⽐率

ソニーグループ 日本/
　耐久消費財・アパレル 円
三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 日本/
　銀⾏ 円
みずほフィナンシャルグループ 日本/
　銀⾏ 円
トヨタ⾃動⾞ 日本/
　⾃動⾞・⾃動⾞部品 円
日⽴製作所 日本/
　資本財 円
住友商事 日本/
　資本財 円
ＳＢＩホールディングス 日本/
　⾦融サービス 円
横浜ゴム 日本/
　⾃動⾞・⾃動⾞部品 円
ＴＯＹＯ　ＴＩＲＥ 日本/
　⾃動⾞・⾃動⾞部品 円
クラレ 日本/
　素材 円
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※組⼊⽐率は、純資産総額に対する割合です。
※業種は、世界産業分類基準（GICS）によるものです。
※国・地域は、原則として法人登録国または地域を表示しています。
※当該個別銘柄の掲示は、銘柄推奨を目的としたものではありません。

ＡＩプラスファンド 2025年8月29日基準
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マンスリーレポート
2025年8月29日基準

基準価額・純資産総額マーケット動向とファンドの動き

基準価額・純資産総額今後のマーケット⾒通しと今後の運⽤⽅針

当資料は、ファンドの運⽤状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、
投資信託説明書（交付目論⾒書）ではありません。
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

※マーケット動向とファンドの動きは、過去の実績であり将来の運⽤成果等をお約束するものではありません。また、⾒通しと運⽤⽅針は、作成時点のものであり、将来の市
場環境の変動等により変更される場合があります。

ＡＩプラスファンド

※当資料中の各数値については、表示桁未満の数値がある場合、原則、四捨五⼊して表示しています。
※当資料中の各数値等は過去の実績であり、将来の運⽤成果等を示唆・保証するものではありません。

8月の『国内株式市場』は上昇しました。上旬は、弱めの⽶雇⽤統計を受けて下落した後、FRB（⽶連邦準備理事会）の利下
げ観測に伴う⽶国株高や、国内企業の好決算銘柄への買いなどから上昇しました。中旬は、⽶中関税停止の再延期や堅調な
日本のGDPなどが好感され、一段と上昇しました。下旬は、短期的な過熱への警戒感や、⽶⼤統領によるFRB理事解任を受け
たリスク回避の動きなどから、下落に転じました。

今後の国内株式市場は、主要指数の株価収益率等のバリエーション⽔準が高位で推移しているものの、堅調な企業業績に⽀え
られ、年初来高値圏での値動きになると予想します。引き続き、ビッグデータの解析や人⼯知能(AI)の活⽤を通じて、今後の株価
上昇が高い確度で予測される銘柄の組⼊れを⾏うことにより、中⻑期的な信託財産の成⻑を図ることを目的として運⽤を⾏ってま
いります。

8月のパフォーマンスは前月⽐+5.92％とTOPIXのパフォーマンスを上回りました。業種配分では、資本財やメディア・娯楽のアン
ダーウェイト、素材のオーバーウエイト等がプラスに働きました。個別銘柄では、SBIホールディングスやTOYO TIREのオーバーウェイ
ト等がプラスに寄与しました。
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資⾦動向、市況動向等によっては、上記の運⽤ができない場合があります。

マンスリーレポート
2025年8月29日基準

当資料は、ファンドの運⽤状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、
投資信託説明書（交付目論⾒書）ではありません。
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

ＡＩプラスファンド
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2025年8月29日基準

当資料は、ファンドの運⽤状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、
投資信託説明書（交付目論⾒書）ではありません。
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

マンスリーレポートＡＩプラスファンド
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マンスリーレポート
2025年8月29日基準

当資料は、ファンドの運⽤状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、
投資信託説明書（交付目論⾒書）ではありません。
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

ＡＩプラスファンド
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マンスリーレポート
2025年8月29日基準

当資料は、ファンドの運⽤状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、
投資信託説明書（交付目論⾒書）ではありません。
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

ＡＩプラスファンド
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マンスリーレポート

基準価額・純資産総額投資信託に関する留意点基準価額・純資産総額投資信託に関する留意点

当資料は、ファンドの運⽤状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、
投資信託説明書（交付目論⾒書）ではありません。
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

投資信託は、
●預⾦等や保険契約ではありません。また、預⾦保険機構および保

険契約者保護機構の保護の対象ではありません。加えて、証券会
社を通して購⼊していない場合には投資者保護基⾦の対象にも
なりません。

●購⼊⾦額については元本保証および利回り保証のいずれもあり
ません。

●投資した資産の価値が減少して購⼊⾦額を下回る場合がありま
すが、これによる損失は購⼊者が負担することとなります。

基準価額・純資産総額当資料のお取扱いについてのご注意

◆収益分配⾦に関する留意事項◆
●収益分配は、計算期間中に発⽣した運⽤収益（経費控除後の配当等収益および売買益（評価益を含みます。））を超えて⾏われる場合があ

ります。したがって、分配⾦の⽔準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。
●受益者の個別元本の状況によっては、分配⾦の全額または一部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。個別元本とは、

追加型投資信託を保有する受益者毎の取得元本のことで、受益者毎に異なります。
●分配⾦は純資産総額から⽀払われます。このため、分配⾦⽀払い後の純資産総額は減少することとなり、基準価額が下落する要因となります。

計算期間中の運⽤収益以上に分配⾦の⽀払いを⾏う場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と⽐べて下落することになります。

●当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が作成した販売⽤
資料です。

●お申込みに際しては、販売会社からお渡しする投資信託説明書
（交付目論⾒書）の内容を必ずご確認のうえ、ご⾃⾝でご判断く
ださい。

●投資信託は、株式や債券等の値動きのある有価証券（外貨建
資産には為替リスクもあります）に投資をしますので、市場環境、
組⼊有価証券の発⾏者に係る信⽤状況等の変化により基準価
額は変動します。このため、投資者のみなさまの投資元本は保証
されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投
資元本を割り込むことがあります。ファンドの運⽤による損益は全て
投資者のみなさまに帰属します。また、投資信託は預貯⾦とは異
なります。

●当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が信頼できると判
断したデータにより作成しておりますが、その内容の完全性、
正確性について、同社が保証するものではありません。また掲載
データは過去の実績であり、将来の運⽤成果を保証するもので
はありません。

●当資料における内容は作成時点のものであり、今後予告なく変
更される場合があります。

＜委託会社＞アセットマネジメントOne株式会社
⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第324号
加⼊協会︓一般社団法人投資信託協会

一般社団法人日本投資顧問業協会
＜受託会社＞みずほ信託銀⾏株式会社
＜販売会社＞販売会社一覧をご覧ください

委託会社およびファンドの関係法人
アセットマネジメントOne株式会社
コールセンター 0120-104-694

（受付時間︓営業日の午前9時〜午後5時）
ホームページ URL https︓//www.am-one.co.jp/

委託会社の照会先

ＡＩプラスファンド 2025年8月29日基準
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マンスリーレポート
2025年8月29日基準

基準価額・純資産総額投資信託に関する留意点基準価額・純資産総額販売会社一覧

当資料は、ファンドの運⽤状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、
投資信託説明書（交付目論⾒書）ではありません。
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

○印は協会への加⼊を意味します。

商号 登録番号等
日本

証券業
協会

一般社
団法人
日本投
資顧問
業協会

一般社
団法人
⾦融先
物取引
業協会

一般社
団法人
第二種
⾦融商
品取引
業協会

備考

ＰａｙＰａｙ銀⾏株式会社 登録⾦融機関　関東財務局⻑（登⾦）第624号 ○ ○
株式会社七⼗七銀⾏ 登録⾦融機関　東北財務局⻑（登⾦）第5号 ○ ○
株式会社群⾺銀⾏ 登録⾦融機関　関東財務局⻑（登⾦）第46号 ○ ○
株式会社常陽銀⾏ 登録⾦融機関　関東財務局⻑（登⾦）第45号 ○ ○
株式会社千葉興業銀⾏ 登録⾦融機関　関東財務局⻑（登⾦）第40号 ○
株式会社静岡銀⾏ 登録⾦融機関　東海財務局⻑（登⾦）第5号 ○ ○
株式会社百五銀⾏ 登録⾦融機関　東海財務局⻑（登⾦）第10号 ○ ○
株式会社京都銀⾏ 登録⾦融機関　近畿財務局⻑（登⾦）第10号 ○ ○
株式会社中国銀⾏ 登録⾦融機関　中国財務局⻑（登⾦）第2号 ○ ○
株式会社伊予銀⾏ 登録⾦融機関　四国財務局⻑（登⾦）第2号 ○ ○
株式会社福岡銀⾏ 登録⾦融機関　福岡財務⽀局⻑（登⾦）第7号 ○ ○
株式会社⼗⼋親和銀⾏ 登録⾦融機関　福岡財務⽀局⻑（登⾦）第3号 ○
株式会社北洋銀⾏ 登録⾦融機関　北海道財務局⻑（登⾦）第3号 ○ ○
株式会社熊本銀⾏ 登録⾦融機関　九州財務局⻑（登⾦）第6号 ○
三菱ＵＦＪ　ｅスマート証券株式会社 ⾦融商品取引業者　関東財務局⻑（⾦商）第61号 ○ ○ ○
四国アライアンス証券株式会社 ⾦融商品取引業者　四国財務局⻑（⾦商）第21号 ○
株式会社ＳＢＩ証券 ⾦融商品取引業者　関東財務局⻑（⾦商）第44号 ○ ○ ○
京銀証券株式会社 ⾦融商品取引業者　近畿財務局⻑（⾦商）第392号 ○
⼗六ＴＴ証券株式会社 ⾦融商品取引業者　東海財務局⻑（⾦商）第188号 ○
楽天証券株式会社 ⾦融商品取引業者　関東財務局⻑（⾦商）第195号 ○ ○ ○ ○
東海東京証券株式会社 ⾦融商品取引業者　東海財務局⻑（⾦商）第140号 ○ ○ ○ ○
ＳＭＢＣ日興証券株式会社 ⾦融商品取引業者　関東財務局⻑（⾦商）第2251号 ○ ○ ○ ○
マネックス証券株式会社 ⾦融商品取引業者　関東財務局⻑（⾦商）第165号 ○ ○ ○ ○
百五証券株式会社 ⾦融商品取引業者　東海財務局⻑（⾦商）第134号 ○
ＦＦＧ証券株式会社 ⾦融商品取引業者　福岡財務⽀局⻑（⾦商）第5号 ○ ○
松井証券株式会社 ⾦融商品取引業者　関東財務局⻑（⾦商）第164号 ○ ○
株式会社武蔵野銀⾏ 登録⾦融機関　関東財務局⻑（登⾦）第38号 ○ ※1
株式会社⼤垣共⽴銀⾏ 登録⾦融機関　東海財務局⻑（登⾦）第3号 ○ ○ ※1
株式会社百⼗四銀⾏ 登録⾦融機関　四国財務局⻑（登⾦）第5号 ○ ○ ※1
ＯＫＢ証券株式会社 ⾦融商品取引業者　東海財務局⻑（⾦商）第191号 ○ ※1
七⼗七証券株式会社 ⾦融商品取引業者　東北財務局⻑（⾦商）第37号 ○ ※1
北洋証券株式会社 ⾦融商品取引業者　北海道財務局⻑（⾦商）第1号 ○ ※1
ＧＭＯ外貨株式会社 ⾦融商品取引業者　関東財務局⻑（⾦商）第271号 ○ ○ ※1

●その他にもお取扱いを⾏っている販売会社がある場合があります。
また、上記の販売会社は今後変更となる場合があるため、販売会社または委託会社の照会先までお問い合わせください。
●販売会社によってお申込みの条件、制限等が異なります。詳しくは販売会社にお問い合わせください。
＜備考欄について＞
※1 新規募集の取扱いおよび販売業務を⾏っておりません。
※2 備考欄に記載されている日付からのお取扱いとなりますのでご注意ください。
※3 備考欄に記載されている日付からお取扱いを⾏いませんのでご注意ください。

（原則、⾦融機関コード順）

2025年9月9日現在

ＡＩプラスファンド
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マンスリーレポート
2025年8月29日基準

基準価額・純資産総額投資信託に関する留意点基準価額・純資産総額販売会社一覧

当資料は、ファンドの運⽤状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、
投資信託説明書（交付目論⾒書）ではありません。
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

以下は取次販売会社または⾦融商品仲介による販売会社です。
○印は協会への加⼊を意味します。 2025年9月9日現在

商号 登録番号等
日本

証券業
協会

一般社
団法人
日本投
資顧問
業協会

一般社
団法人
⾦融先
物取引
業協会

一般社
団法人
第二種
⾦融商
品取引
業協会

備考

株式会社ＳＢＩ新⽣銀⾏（委託⾦融商
品取引業者　株式会社ＳＢＩ証券） 登録⾦融機関　関東財務局⻑（登⾦）第10号 ○ ○

株式会社京都銀⾏（委託⾦融商品取引
業者　京銀証券株式会社） 登録⾦融機関　近畿財務局⻑（登⾦）第10号 ○ ○

株式会社北洋銀⾏（委託⾦融商品取引
業者　北洋証券株式会社） 登録⾦融機関　北海道財務局⻑（登⾦）第3号 ○ ○ ※1

株式会社イオン銀⾏（委託⾦融商品取引
業者　マネックス証券株式会社） 登録⾦融機関　関東財務局⻑（登⾦）第633号 ○

株式会社ＳＢＩ新⽣銀⾏（委託⾦融商
品取引業者　マネックス証券株式会社） 登録⾦融機関　関東財務局⻑（登⾦）第10号 ○ ○

●その他にもお取扱いを⾏っている販売会社がある場合があります。
また、上記の販売会社は今後変更となる場合があるため、販売会社または委託会社の照会先までお問い合わせください。
●販売会社によってお申込みの条件、制限等が異なります。詳しくは販売会社にお問い合わせください。
＜備考欄について＞
※1 新規募集の取扱いおよび販売業務を⾏っておりません。
※2 備考欄に記載されている日付からのお取扱いとなりますのでご注意ください。
※3 備考欄に記載されている日付からお取扱いを⾏いませんのでご注意ください。

（原則、⾦融機関コード順）

ＡＩプラスファンド
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#

   

マンスリーレポート
2025年8月29日基準

基準価額・純資産総額投資信託に関する留意点基準価額・純資産総額指数の著作権などについて

世界産業分類基準（GICS）は、MSCI Inc.（MSCI）およびStandard & Poor’s Financial Services LLC（S&P）により開発された、MSCIおよびS&Pの独
占的権利およびサービスマークであり、アセットマネジメントＯｎｅ株式会社に対し、その使⽤が許諾されたものです。MSCI、S&P、およびGICSまたはGICSによる分類の
作成または編纂に関与した第三者のいずれも、かかる基準および分類（並びにこれらの使⽤から得られる結果）に関し、明示黙示を問わず、一切の表明保証をなさず、
これらの当事者は、かかる基準および分類に関し、その新規性、正確性、完全性、商品性および特定目的への適合性についての一切の保証を、ここに明示的に排除しま
す。上記のいずれをも制限することなく、MSCI、S&P、それらの関係会社、およびGICSまたはGICSによる分類の作成または編纂に関与した第三者は、いかなる場合にお
いても、直接、間接、特別、懲罰的、派⽣的損害その他一切の損害（逸失利益を含みます。）につき、かかる損害の可能性を通知されていた場合であっても、一切の責
任を負うものではありません。

ＡＩプラスファンド

当資料は、ファンドの運⽤状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、
投資信託説明書（交付目論⾒書）ではありません。
「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

12 / 12


